
報 告

情報通信ＰＴ 第３回会合 （平成１９年 ４月 ３日）

参考資料４

シンポジウム概要

■開催目的 ： 総合科学技術会議 科学技術連携施策群「ユビキタスネット
ワーク～電子タグ技術等の展開～」の今までの活動および成果について、研究
者ならびに一般の方々に広く知っていただくとともに、ユビキタスネット社会に果
たす日本の役割と連携強化の方向性に関して議論するためにシンポジウムを
開催。これにより、今後の連携のあり方、ユビキタスネットワーク関連の関係者
の協力態勢の強化および今後目指すべき方向付け等、新しい取り組みを誘発
する機会の拡大に寄与することを目的とした。

■ 主 催 ： 内閣府

■ 共 催 ： 総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省

■ 日 時 ： 平成１９年３月１６日（金）１３：００～１６：３０

■ 開催場所 ： 虎ノ門パストラル 本館1階 「葵の間」

■ プログラム内容

Ⅰ 科学技術連携施策群「ユビキタスネットワーク」の活動報告
Ⅱ 講 演
Ⅲ パネルディスカッション
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シンポジウムプログラム
Ⅰ 総合科学技術会議 科学技術連携施策群ユビキタスネットワーク～電子タグ技術等の展開～の活動紹介 （15分）

齊藤 忠夫 （科学技術連携施策群「ユビキタスネットワーク」 コーディネーター・主監）
「ユビキタスネットワーク連携施策群の活動報告」

Ⅱ 講 演 （各20分）
１） 村上 輝康 （野村総合研究所理事長、科学技術連携施策群「ユビキタスネットワーク」ワーキンググループ専門家）
「ユビキタスネットワーク概論」

２） 秋山 昌範 （東京医科大学客員教授、
平成17年度科学技術振興調整費「科学技術連携施策群の効果的・効率的な推進」（ユビキタスネットワーク）研究代表者）
「期待される新活用領域（医療分野）」

３） 瀬崎 薫 （東京大学空間情報科学研究センター助教授、
平成18年度科学技術振興調整費「科学技術連携施策群の効果的・効率的な推進」（ユビキタスネットワーク）研究代表者）
「期待される新活用領域（測位と安全・安心）」

４） 杜 軍 -Jun DU- （NEC中国副社長）
「中国におけるユビキタスネットワークの現状」

Ⅲ パネルディスカッション （90分）
● モデレータ

並木 淳治 （科学技術連携施策群「ユビキタスネットワーク」 副主監）

● パネリスト

田原 康生 （総務省情報通信政策局研究推進室長）

星野 利彦 （文部科学省研究振興局情報科学技術研究企画官）

藤原 正彦 （経済産業省商務情報政策局情報経済課長）

鹿野 正人 （国土交通省政策統括官付政策調整官付政策企画官）

杜 軍 （NEC中国副社長）

荒川 薫 （明治大学理工学部教授）

阪田 史郎 （千葉大学大学院自然科学研究科・工学部教授、
科学技術連携施策群ユビキタスネットワークワーキンググループ専門家）

（敬称略）

参加者状況・アンケート

• ２２２名の参加者

（民間企業からの参加者が７割超）
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連携施策群の活動報告

招待講演１（ユビキタス概論）

招待講演２〔医療分野）

招待講演３（測位と安全・安心）

招待講演４（中国の現状）

パネルディスカッション

参考にならなかった 普通 大変参考になった

人
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